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大学卒業後に教育や医療福祉等以外で働く社会人を目指す一般大学生にとって、合理的配慮、

の必要性について理解を促すことや、障害の理解・啓発のための講義や実践は必要な知識であ

り、求められる資質であると考える。そこで本研究では、一般大学生にとって合理的配慮の知

識や障害への理解促進に役立つ講義内容や方法について、特に、障害者のコミュニケーション

の中で手話実技による授業を行うことの効果、また、具体的にどのような方法が有効であるの

かについて、受講学生の意識の変容や感想を通して検討した。

講義の内容に手話実技を取り入れたことで、手話そのものに対する関心が高まるとともに、

聴覚障害者や特別支援教育への関心も高まった。また、障害や手話について学びたいという意

欲や、学んだことを実生活に生かして障害者とのコミュニケーションを取りたいという意欲に

も高まりが見られた。

今後は、他の障害の理解にもつながる講義内容や方法についての検討が必要である。

キーワード：合理的配慮、特別支援教育、障害、コミュニケーション、手話
Key words : Reasonable Accommodation, Special Support Education, Disabilities, 

Communication, Sign Language 

I.問題と自的

平成28年4月から施行された「障害を理由とする

差別の解消の推進に関する法律」では、障害者や障害

のある子どもに対し、不当な差別的取扱いの禁止と国

や地方公共団体等に対し合理的配慮の提供が義務化さ

れ、民間事業者についても合理的配慮の提供が努力義

務として盛り込まれた。また、それ以前から、多様な

場において障害の理解や支援体制整備に向けて様々な

取組や活動が行なわれてきている。

教員養成系大学においても、障害の理解・啓発のた

めの講義や実践などが多く行われている。例えば、都

筑・小田・青柳・岩田・相羽・吉田（2015）は、講義・

演習等において障害の理解・啓発等を目的として行っ

ている体験学習の実践を紹介し、「合理的配慮の知識

を備えた教員老輩出していくには、社会的障壁の除去

の理念・方法在学ぶ必要」があり、教員養成において

は、「体験学習を行っていくことにより障害に関する

理解を促進する教育課程を編成していく必要」がある

と指摘している。

一方で、啓発の対象は教育や保育、医療系の専門職

が中心であり、一般社会人への啓発や理解の推進はま

だ十分とは言えないという指摘も多い。高原・津田

(2012）によると、「教育や医療福祉等以外で働く社

会人に対して発達障害に関連する用語の認知度につい
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て尋ねた調査では、教育や保育に関わる専門職に対し

ておこなった調査結果に比べ、発達障害に関する用語

の認知度は低かった」と報告している。そして、「社

会の中で適応するには障害のある本人や家族、彼らに

関わる専門家の理解だけではなく、一般社会の人々の

認識がどのようなものであるのかが大変重要」であり、

「彼らが生きる社会における社会受容を高めることが

必要である」と指摘している。

筆者が所属している大学には、教育や保育、福祉に

関わる専門職を目指す学生もいれば、教育や障害者に

対する専門領域のことを学ぶ機会のない学生も多く在

籍する。このような、大学卒業後に教育や医療福祉等

以外で働く社会人を目指す一般大学生にとっても、障

害者とともに生活をする社会や差別のない社会、合理

的配慮の必要性について理解を促すことは必要であ

る。制度が変わり社会状況が変化していく中で、近い

将来、合理的配慮が当たり前に求められる社会に出て

いく大学生の時期に、障害の理解＠啓発のための講義

や抑制は必要な知識であり、求められる資質であると
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こで、本研究では、一般大学生にとって合理的配

臓の知識や障害への理解促進に役立つ講義内容や方法

について検討する。特に、障害者のコミュニケーショ

ンについての講義の中で手話実技による授業を行うこ

との効果、また、具体的にどのような方法が有効であ

るのかについて、受講学生の意識の変容や感想在通し

て検討することを目的とする。

日方法

1.講義の概要

今回ふj象とする講義は、筆者が担当した一般教養科

目「現代と教育」である。

i現代と教育」という講義の位置付け上、講義のね

らいとして教育の部分における「特別支援教育Jをあ

げているが、広く「合理的配慮、の知識」や「障害への

現解促進」を含めた目標として計画した講義である。

講義の概要は次のとおりである。

(1）授業のねらい

障害に応じたコミュニケーション方法や手話の学び

を通して、特別支援教育への関心在高める

(2）達成田標

＠障害のある人とのコミュニケーションの基本的な考

え方について理解する

・聴覚障害者のコミュニケーション手段のひとつであ

る手話老覚える

(3）授業計画

第 l回 ガイダンス（特別支援教青とは）

第 2回特別支援教育の成り立ちと理念

一障害のある子どもの教育について一

第3回 障害のある人への合理的配慮

合理的配慮と障害者差別解消法一

第 4田障害のある人とのより良い

コミュニケーション（視覚障害等）

第 5回障害のある人とのより良い

コミュニケーション（知的障害等）

第 6回聴覚障害者とのコミュニケーション、

手話の成り立ち

第 7回手話実技①（指文字）

第8回手話実技②（簡単な挨拶）

第9回手話実技③（自己紹介）

第10回手話実技④（場所を表す言葉）

第11回手話実技⑤（食べ物を表す言葉）

第12回手話実技⑥（身近な事象を表す言葉）

節目回手話実技⑦（感情を表す言葉）

前14回手話実技⑧（病院や公共施設の受付を想定

したやりとり）

第15回手話実技総集編・まとめ

2.調査対象

2016年4月～ 7月において筆者が担当する講義を

受講した学生130名を対象とし、講義終了時に調査

を実施した。

調査回答者の概要について表lに示す。調査対象者

の性別は、男性81名（62%）、女性49名（38%）で

あり、在籍学部の内訳は、経済学部40名（31%）、

理学部43名（33%）、工学部47名（36%）で、あった。

学年は全員がl年生であった。

将来の希望職種については、「分からない」と答え

た学生が45名（35%）と最も多かった。次いで、「会

社員」 29名（22%),I公務員J23名（18%）、「教員」

17名 (13%）、「研究者J10名（8%）であった。

「現代と教育」という講義ではあるが、教員志望は

少なく、教員以外の職を希望している割合が高かった。
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図2 履修前後における学生の意識の変化

表2 講義についての感想と今後したいとと

（嬢数慰答〉

感想 手認を知ることができた
線党F章審について知ることができた
特別支援教育について知ることができた
難しかった
予想していた内容と還っていた
鱗心が主よかった
その他

今後したいこと もっと手話を覚えたい
F輩饗のある人とコミュニケーションをとりたい
鱒警について知りたい
その他

表3 役立った講義の方法

（援数部答）
人数〈人〉 割合（%〉

実技〈手話〉
グループでの活動

111 85 

83 64 

DVD視聴を通した活動
発表の機会が多い
シャトjレカード

33 25 

29 22 

20 15 

配布資料 15 12 

48 

人数（人） 割合（%）
125 96 

32 25 

13 10 
25 19 

7 5 

4 3 

4 3 

81 62 

46 35 

20 15 

2 2 



3.手話実技を通した講義内容について

手話実技を通した講義についての感想を問う質問に

対しては、複数回答にて回答を得た。結果を表2に示

す。

よかったこととしては「手話を知ることができた」

125名（96%）が最も多かった。次いで、「聴覚障害

について知ることができた」 32名（25%）、「特別支

援教育について知るととができたJ13名（10%）で

あった。

一方、「難しかったJ25名（19%）、「予想してい

た内容と違っていた」 7名（5%）、「関心がなかった」

4名（3%）との回答もみられた。障害者のコミュニケー

ションや手話への関心をもつことができないまま受講

していた学生がいたことは、講義履修の積極的動機

の低さを考慮しでも講義内容の検討に関して課題が残

ると考えられる。

また、今後してみたいことを問う質問に対する回

答は、「もっと手話を覚えたい」 81名（62%）、「障

害のある人とコミュニケーションをとりたいJ46名

(35%), I障害について知りたい」 20名 (15%）で、あっ

た。手話実技在通した講義を通して手話への関心や興

味が高まり、講義時間内にとどまらず、もっと覚えた

いという意欲や実際に障害のある人とコミュニケー

ション在とりたいという意欲の高まりにつながったこ

とがうかがえた。

4.役立った講義の方法について

「役立った講義の方法」の結果について、結果を表

3に示す。

講義の方法としてよかったことは、「実技（手話）J

111名（85%）が最も多かった。次いで、「グループ

での活動」 83名（65%）であり、いずれも半数を超

えた。

その他は「DVD視聴を通した活動」33名（25%）、「発

表の機会が多い」 29名（22%）であり、 2割を超え

る学生がよかったと回答した。少数ではあるが、「シャ

トルカードJ20名（15%）、「配布資料」 15名 (12%)

がよかったという回答もみられた。

(1）手話実技について

「手話実技」がよかったとする回答に関する記述に

は、「楽しかった」や「上手になるのがわかり嬉しかっ

た」などがみられた。楽しみながら行なった実技が学

生の関心在高めることに役立ち、実技を通して上達を

実感で、きた点在よかった要因としてとらえていること

がうかがえる。また、手話実技を伴う学習が障害に関

する理解を促進する一助となっている可能性があると

推察される。

(2）グループでの活動について

本講義では、手話実技そ行うにあたり、毎時間グ、ルー

プで発表・練習・確認し合う「グ、ルーフ。での活動」を

取り入れて実施した。「グループでの活動」がよかっ

たとする回答に関する記述には、「人前で発表するこ

とに抵抗がなくなった」や「友達の手話を見ることで

勉強になった」などの記述がみられた。

{3）シャトlレカードについて

次に、本講義では、学生の学習の記録や教員とのや

り取りを目的として「シャトルカード」を活用した。

毎回の「シャトルカード」に書かれた内容は、「00

のサークルに所属しています。 00は手話でどのよう

に表すのか知りたいです」や「週末に00（観光地）

に行きました。 00は手話でどのように表すのか知り

たいです」等の質問が日常的に多く記入されており、

新しい手話を覚えたい、伝えたいという関心が育って

いることを読み取ることができた。

また、「シャトルカード」がよかったとする回答に

関する記述には、「シャトルカードに学習の内容を記

録することで学習内容を整理することができた」や「担

当者とのやり取りやコメントがあることで学習意欲が

高まった」、「質問を気軽に書くことができた」などが

あげられた。質問や意欲を伝える手段としてシャトル

カードが活用されることで、学習への関心や意欲向上

につながることがうかがえる。

(4) DVD視聴を通した活動について

「DVD視聴を通した活動」では、聴覚障害者の日常

会話や楽しい表現在学ぶ一つの方法として、手話通訳

者や聴覚障害者による手話講座や手話スピーチ、手話

コーラス等を視聴する機会を継続的に設定した。

「DVD視聴を通した活動」がよかったとする回答に

関する記述には、「手話を覚えることに対して難しい

イメージ、だったが、楽しく覚えられそう」や「DVD

に登場する先生の手話が素敵で楽しみ」という記述が

みられた。

加えて、手話ができる大学生に特別講師として授業

に参加してもらい、手話で質問や会話をする機会も設

定した。これについては「身近な人が自然に手話をす

る様子を見てすごいと思った」や「尊敬した」、「自分

も頑張ろうと思った」等の記述がみられた。

DVD による手話講座や講師の活用によって、手話

への関心が高まり、手話を使ったコミュニケーション

をより身近に感じることができたと考えられる。
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5. 自由記述から

7割程度の学生から自由記述が得られた。自由記述

の内容は大きく次の4つのカテゴリーに分類された。

カテゴリー（1）「障害への理解・関心J、（2）「実生活

への活用」、（3）「手話への関心」、（4）「自分自身の新

しい学び」である。カテゴリーごとの具体的記述内容

をいくつか抜粋して表4に示す。

手話への関心が高まったことや、身に付けた手話在

日常生活にも取り入れようとする意欲が読み取れる。

また、手話の学習を通して生活の中で障害者に目を向

けることや自分にできることを考えようとする気持ち

の高まりもうかがえた。

表4 学生の自由記述の内容（一部抜粋）
(1）陣警へ由理聾解‘機＜D

”合務的＂＂＇，騰について知ることがで曹た
．手紙fl'•器製なも的だとhかった
叶珪itW晴海などについ仁普段の畠分なら絶対に唱えないような事について帯えるようになった
v統で平Hで世話をしてい品人を見かけたリ手露骨大切さを改めて皇室じた

｜一一川F！~在日常性活でも使えるように4よりたい
・fl惜波法において、今＊＇て？以上に織りを毘て行動するように主まった
・'tbh＇干悩が棋えたら、総党機饗の人と接する機会があったら童謡をすることができる
日常食絡や繍棋な磁己紹介は由穏をもってできるようになった
・1徹碑のg；吊:lieコ草ユニケ…シaンをとってい幸たい
アルパイf先℃お客機i二三F潜在世う場部があった
‘1間同l;t.榔時、がなかったが‘ 15@l母講義を終えて、とちやったら橋正に伝わるのかを帯えるようになった
u調；え.t'o＂予総草子どこかでいかせる機金があると婚しい
・'hWld世ヨ械告があtlli秘犠的1：：使いたい
・馳3世帥主防的Jぬるフ哲と獄滋約｛こコミュニケーションをとりたい
ー輔1戚的腕時陣容の二子どもとー絡に党えた辛苦在コーラスをするのが議しみ

(aJ事務へ叩関心

・ミHiに勝味をもった
・3弛織を正予っかけに手話を勉強したくなった
．曹7桜1二平諸手：教えた
。今後も＇＂＇絡を車車緩終に使っていきたい
”配布資料を使って自分で復習してい昔たい
，覚えた字路を!iiiれないようにしたい
・学昔話の＊を翼った
－もっと平総を学びたい
・卒者置を覚えたくて、手言語的サーフルiこ入った

｛的自分自持師事時しい学び

h楽L＜＇学ぶことができた
・専F物干のことを学ぶ機会ができてよかった
・平君主ができるようになったことは自分担人生にとってフラス
，でき品ことが増えて織しい

N屠まとめ

今回取り上げた講義のねらいは「障害に応じたコ

ミュニケーション方法や手話の学びを通して、特別支

援教青への関心在高める」であり、学生の達成目標は

「障害のある人とのコミュニケーションの基本的な考

え方について理解する」「聴覚障害者のコミュニケー

ション手段のひとつである手話在覚える」であった。

本調査において「手話を知ることができた」の回答が

96%であり、「聴覚障害への関心」が28%から71% 

に高まった。「手話への関心」が46%から87%に、「特

別支援教育への関心」が24%から55%にそれぞれ高

まった。このことから、関心が高まるには至らなかっ

た学生がいることへの課題は残るが、本講義の目標で

ある「障害に応じたコミュニケーション方法や手話の

学びを通して、特別支援教育への関心を高める」こと

は概ね達成できたと考える。

さらに、本研究の目的は「一般大学生にとって合理

的配慮の知識や障害への理解促進に役立つ講義内容や

方法について検討する。特に、障害者のコミュニケー

ションについての講義の中で手話実技による授業を行

うことの効果、また、具体的にどのような方法が有効

であるのかについて、受講学生の意識の変容や感想を

通して検討することを目的とする」で、あった。

調査結果より、講義に加えて聴覚障害者とのコミュ

ニケーションである手話を取り上げて実技の時間を多

く取り入れたことにより、学生の聴覚障害者のコミュ

ニケーションや手話そのものに関する知識、関心が高

まったと考えられる。又、具体的な方法としては、仲

間と学び合うためのグループによる学習形態を取り入

れたこと、 DVDや同じ学生としての立場での特別講

師から学ぶ機会を設けたこと、学生の気づ、きや小さな

質問をやりとりしやすいようにシャトルカードでのや

り取りを続けたこと、などが有効な方法のーっとして

考えられる。

今後は、講義の学びが、実生活に生かされ、生活の

中に根付ーくためには、どのような内容や方法が望まれ

るのかについて検討していきたい。また、今回は聴覚

障害者のコミュニケーションである手話を中心とした

が、様々な障害について分かりやすく理解できるよう

な工夫をするなど、より広く深い学びや理解につなが

るような講義や実践のあり方を検討することも必要で

あると考える。
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